
 
平成24年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 
平成24年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 

 
 

修正の理由 

（１）第２四半期（平成23年４月１日～平成23年９月３０日） 
 売上高につきましては、ベントナイト事業部門のうち鋳物関係において、自動車生産台数が震災の影響による大幅な落ち
込みから急回復していることや、建機等が新興国や資源国向けの輸出、復興関連の国内向けが好調に推移していること
等により、また、アグリ事業部門においても、震災の影響による前期繰り越し分や下期予定分の前倒しがあった他、既存品
の受注増や新規の受注獲得もあり、それぞれ当初予想より増収となる見込であり、予想額より１億64百万円増の48億73百
万円となる見込であります。 
 営業利益につきましては、不安定な経済や社会情勢から固定費等の経費削減に努めた効果に加え、ベントナイト事業部
門の鋳物関係において出荷数量増による固定費回収効果や原鉱石輸入における為替相場の円高による原価低減効果、
収益性の高いアグリ事業部門の増収や化成品事業部門におけるファインケミカルの好調等により、主要３部門がすべて黒
字となる見込となり、予想額より２億16百万円増の３億94百万円となる見込であります。 
 経常利益につきましては、営業利益の上方修正等により、予想額より２億24百万円増の４億65百万円となる見込であり、
四半期純利益につきましては、「東日本大震災」や「平成２３年７月新潟・福島豪雨」に伴う災害による損失が見込まれまる
ものの、米国子会社において繰延税金資産・負債の回収可能性の見直しの結果税金費用の負担が減少する見込等によ
り、予想額より１億53百万円増の３億となる見込であります。 
 
（２）通期（平成23年４月１日～平成24年３月３１日） 
 売上高につきましては、ベントナイト事業部門のうち鋳物関係において、自動車生産台数が震災による減産を挽回するた
め下期は大幅な増産が予定されている他、建機関係の輸出も今期一杯は好調を維持する見込となり、また土木建築関係
においても、汚染焼却灰処理関係等震災復興需要の一部が見込まれる等、当初見込より増収となる見込であります。アグ
リ事業部門においても、既存品が順調に推移することに加え、新規品の受注が好調で当初見込より増収となる見通しとな
り、予想額より５億40百万円増の 109億円となる見込であります。 
 営業利益につきましては、固定費等の経費削減に加え、ベントナイト事業部門において出荷数量増による固定費回収効

平成23年10月28日
各 位 

上場会社名 クニミネ工業株式会社

代表者 代表取締役社長 國峯 保彦

（コード番号 5388）

問合せ先責任者 取締役経営戦略部長 小山 孝志

（TEL 03-3866-7255）

業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成23年５月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,709 178 241 147 12.00

今回修正予想(B) 4,873 394 465 300 24.50

増減額(B-A) 164 216 224 153

増減率(%) 3.5 121.3 92.9 104.1

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年3月期第2四半期）

4,870 226 310 186 15.23

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 10,360 617 742 446 36.42

今回修正予想(B) 10,900 1,120 1,240 730 59.62

増減額(B-A) 540 503 498 284

増減率(%) 5.2 81.5 67.1 63.7

（ご参考）前期実績 
（平成23年3月期）

10,699 969 1,176 299 24.44



果や原鉱石輸入における為替相場の円高による原価低減効果、収益性の高いアグリ事業部門の増収等により、予想額よ
り５億３百万円増の11億20百万円となる見込であります。 
 経常利益につきましては、営業利益の上方修正等により、予想額より４億98百万円増の12億40百万円となる見込であり、
当期純利益につきましても、予想額より２億84百万円増の７億30百万円となる見込であります。 
 
※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上


